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　東急線・日比谷線中目黒駅のホームに立つと、「ノア歯科

クリニック中目黒」（以下、ノア歯科）の看板がちょうど

目の高さにあることに気づく。駅前ビルの3階にある同医院

は、都市部の歯科医院として絶好のロケーションだ。

「ノア歯科」がオープンしたのは、2017年。院長の坂田

尭久先生と奥様で副院長の坂田佳奈先生は、大学

時代から二人三脚で開業を目指してきた。

「大学生の頃から早く開業したいという気持ちがあり

ました。私の実家が自営業だったこともあり、起業をする

ことに憧れがあったんです」と尭久院長は話す。その

思いは、後輩だった佳奈副院長と人生を共にする決意をし

たことで、さらに強くなった。

「ノア歯科」の診療方針は、口腔だけを診るのではなく、

歯を通して全身を健康にすることだ。そのために、ジルコ

ニアやセラミックなど、金属を使わずに補綴や審美治療

を行ったり、歯科材料や滅菌・消毒にも細心の注意を

払っている。

　尭久院長が全身の健康に目を向けることになった

きっかけには、自身の体験が大きく影響している。

　尭久院長は中学生の頃、クローン病に罹患した。

大腸と小腸に慢性の炎症・潰瘍を起こす炎症性腸疾患で、

指定難病の一つだ。原因は不明だが、先進国に多く、

北米やヨーロッパで発症率が高いことから、衛生環境

や食生活が影響すること、とくに動物性脂肪やたんぱく質

の多量摂取などが関係していると考えられている。

「大量の治療薬を飲んでいましたし、体型もじつはかなり

太っていたんです。それが妻と出会ったことで人生が

変わりました。最初に食事の改善を勧められたのです。

妻は高校時代にモデルの仕事をしていたこともあり、

健康と食事の関係がいかに深いかをよく知っていたから

です」（尭久院長）

　食品添加物や農薬などの化学成分をできる限り避け、

生育のプロセスが明確な有機栽培の野菜などを自炊して

食べる生活に切り替えたところ、徐々に症状が改善。その後

に佳奈副院長が学んだ栄養学と歯科治療を併用すること

で、今では薬に頼らずに生活できるほどに、回復したという。

「体はすべて食事から採り入れる栄養で作られています。

そして、口の健康は食事との関係が深い。歯科医師ですか

ら実際に治療するのは口腔になりますが、口腔内の炎症が

全身の炎症や病気のもとになることがあるのです。私たち

は全身の健康を常に意識して日々の診療にあたって

います。」（尭久院長）

歯を通して全身の
健康を守る
包括的な治療に
夫婦で力を合わせる
東京・中目黒駅前にある「ノア歯科クリニック中目黒」は、
歯の健康を通して、全身の不調の改善も目指す歯科医院だ。
開業準備からこれまでの歩みを伺ってみた。

　夫婦で歯科医院を経営するメリットは、1人は診療に

徹し、もう1人が経営に徹するスタイルも可能なことだ。

「ノア歯科」では尭久院長は治療に集中し、佳奈副院長は

経営担当と役割を分けている。

　その役割分担は、すでに開業を志したときから2人で

決めていた、と佳奈副院長は話す。

「経営力を身につけるため、私は大学時代から歯科の

勉強とともに、経営学を学んでいました。高校時代に

自身で起業していたこともあり、これからの歯科医院は

経営力と業者任せにならない幅広い知識や情報が必要

だと考えたからです」（佳奈副院長）

「ノア歯科」の経営方針は、明快だ。まずは現在の歯科

医院を成功させる。そして、現歯科医院を核として分院

を増やし、グループ化するという将来像を描いている。

　その理由は、単純に経営規模を大きくしたいからでは

ない。「口を通して全身を健康にする」ことが社会的な医療

環境の向上につながり、一生を通じて患者のためになる。

その信念を広げるには、多くの仲間が必要だからだ。

　明快な方針は経営判断にも影響を与える。たとえば

立地だ。現在地を選んだのは、まず全国から患者が通い

やすいことが理由の1つだ。駅近にこだわったのはスタッフ

確保の面もある。スタッフは経営側が考える以上に通勤

のしやすさを重視しているという。

　また、「ノア歯科」は自費診療率70％を目標に掲げて

いるが、中目黒は都内でも富裕層が多い地域だ。さらに

今後予定している分院数と患者数と目標収益のバランス

を考えると、ユニット4台が置ける広さも必須条件だった。

尭久院長たちは、それらの条件を満たす現在の物件が

見つかるまで、1年近くかけて探したという。

　現在、１日の患者数は40～50人。30代を中心に20

～40代が多い。男女比は、ほぼ同率だ。

「歯が痛いと駆け込みで来院される患者さんもいますし、

審美歯科が目的の患者さんもいます。最初から全身の

健康と歯を関連づけて、私たちの歯科医院を受診される

患者さんは、多くありません。通院中の患者さんでも

全身の健康を重視しているのは、全体の３割ほどです」

（尭久院長）

　患者が全身の健康に関心を持つようになるのは、

通院が始まってからだ。患者の口のなかでは炎症が

起きていることが多い。また、働き盛りの年代だけに、体調

不良に悩んでいるケースも珍しくない。

「体調が思わしくない患者さんは、噛み合わせの音が

違います。噛み合わせが悪い方は、体のバランスの悪さに

つながり、若い方はなんとかバランスを保とうとしますが、

高齢になるほど調整が効かなくなり、体調を壊しがち

です。」（尭久院長）

　そこで金属アレルギーへの対処など、口腔の炎症を

やわらげる歯科治療とともに、栄養や睡眠など体調を

整える大切さも伝えていく。マイナスに傾いた体をゼロ

の状態に戻すように指導していくのだという。

　また「ノア歯科」の栄養指導には、分子栄養療法も

加わる。分子栄養療法とは、血液検査などの全身的検査

項目から得られたデータを元に、細胞レベルで栄養の

過不足を調整し、不調を改善する治療法だ。食事から

の栄養を重視しながら、サプリメントの摂取や高濃度

ビタミンCの点滴といった栄養補助も併用する。

「ノア歯科」では、尭久院長も佳奈副院長も分子栄養

療法の知識を持つが、より専門的なアドバイスが必要な

ときは、佳奈副院長が担当している。

「歯科治療ではその方に合った適切な材料を使い、生活

指導では禁煙や十分な睡眠確保、体のデトックス機能

を助ける栄養摂取のポイントなど、さまざまな角度から

アドバイスを行っています。その結果、歯の悩みだけで

なく、患者さんによっては肌荒れなどの長年の悩みが

解消したとおっしゃる方もいます」（佳奈副院長）

　尭久院長と佳奈副院長の話を聞いていると、開業から

3年の歯科医院とは思えないほど、診療も経営も順調に

成長していることを感じる。その秘密はどこにあるのだろう。

 「まず1つ目は、開業前の段階から佳奈副院長が綿密な

事業計画をたてており、何日後、何ヶ月後、何年後までに

何を行うべきかが明確だったこと。2つ目に、僕が診療だけ

に集中できること」（尭久院長）

　尭久院長が診療に集中できるのは佳奈副院長が開業

前から明確なブランディングのもと、マニュアルの整備

から院内の資料作成に至るまで行っていたためだ。さらに

開業後もマーケティングから経理まで行っている。それに

より個人院の院長が行う診療以外の多くの仕事を、歯科

医師の視点から信頼して任せられるのだ。「3つ目は、

佳奈副院長と僕の目指すべき診療方針が明確だったこと。

自身の病の経験も含め、以前勤務していたクリニックで

全身疾患や不定愁訴に悩む患者さまが歯科治療によって

健康になっていく姿を自身の歯科治療を通して目の当たり

にしてきたからです」（尭久院長）

　この計画性と強い目的意識が「ノア歯科」の強みなの

だろう。

　新型コロナウィルス感染症の影響で医業収益が減る

こともなかった「ノア歯科」だが、尭久院長も佳奈副院長

も「まだまだ」と口を揃えるのは、スタッフ教育だ。現在の

スタッフは、勤務医と歯科衛生士、歯科助手がそれぞれ

3名ずつ。これに消毒滅菌専門のスタッフが加わる。

　採用時から歯を通して全身の健康を重視する方針を

伝えているため、意欲的なスタッフばかりだが、分子栄養

療法などの知識を身につけるには、ある程度の時間が

かかる。その教育システムを作り上げるのが課題という。

「患者さまへの接遇や院内コミュニケーションの強化

などをレベルアップしていくのが直近の課題です。1人で

も多くの患者さまに笑顔になっていただき、健康な生活を

送れるサポートにこれからも力を入れていきたいですね」

（尭久院長）

３階のワンフロアがすべて「ノア歯科」柔らかなイメージの待合室

歯科医院名は「ノアの箱舟」が由来

難病体験が全身の健康に
目を向けるきっかけに
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